
２学年研修旅行 SOUTH 探究プロジェクト 東京大学 鈴木寛先生特別講演 

・講演の概要 令和６年７月３１日（水） 

 ２学年は 7/30(火)～31(水)に東京方面へ研修旅行に行ってきました。２日目の研修では、東京大学本郷キ

ャンパス（福武ホール）を訪問し、鈴木寛教授の特別講演会に参加させていただきました。  

先生は、高校時代にサッカーに情熱を注ぎ文武両道を体現されていたこと、また大学時代にはミュージカル

やバンド等の音楽活動も熱心にされていたこと等に触れ、若いうちに好奇心をもって好きなことに全力で取

り組むことの大切さを語られました。 

 また、大学卒業後は通商産業省に入省され、山口県庁出向中に松下村塾に通うことで、若者のパワーが確実

に世の中を変えるということを痛感されたこと、そして「現代の松下村塾」とも呼ばれる「すずかんゼミ」を

立ち上げ、1,000 名を超えるゼミの教え子を世に送り出し、その中の多くの若者が政治・経済等多方面で活躍

されているといったお話も伺いました。人材育成に注力される傍ら、文部科学副大臣（２期）・文部科学大臣

補佐官(４期)を務められ、その間の教育予算増・高校無償化・東日本大震災復興・ラグビーワールドカップ及

び東京オリンピック誘致・大学入試改革・学習指導要領改訂等の数々の功績についてご紹介いただきました。 

 そのような輝かしい経歴をお持ちでありながら、全く堅苦しくなく、明るくフレンドリーな物腰で、随所に

ユーモアを交えながら、若者の目線に立って生徒たちに熱い思いを伝えてくださいました。 

 「“好き”を極めよう」「十代の若者の力は無限」「心のエンジンを駆動させよう」「遠くでも、近くでもいい、

とにかく旅をしよう」「わくわくする体験をしよう」「まずはトライしてみよう」･･このような、心に強く残る

メッセージを次々に届けていただきました。生徒たちは大いに刺激を受け、「もう少し頑張ってみよう」とい

う動機、「自分たちにもきっと何かできる」という自信を授けていただきました。 

講演後には、目を輝かせて積極的に先生に質問をしたり、握手やサインを求めたりする生徒たちの姿が見ら

れ、それこそが彼らの心に深い感動を与えていただいた何よりの証であったと思います。このような貴重な機

会を与えていただき、鈴木先生をはじめ、関係各位にあらためて厚くお礼を申し上げます。 

 

なおこの講演会は三菱みらい育成財団の後援を受けて実施され、財団より常務理事 妹背正雄様を来賓とし

てお迎えしています。 

  

・生徒の感想（３名分） 

「15 歳までの能力差なんて、ほんの誤差。そこからどれだけ、好きなことに情熱を注げるかで私たちの可能

性は大きく変わってくる！」鈴木先生はそう教えてくださいました。私が 10 年以上もかけて探究し続けたい

と思えるものってなんだろうか。それは意外とすぐ近くにあるかもしれない。高校生という、かけがえのない

時間を無駄にせず、自分の可能性を広げる挑戦をしようと思いました！初めは自己満足なものかもしれない

けど、いつかそれが、自分の大切な人のためにもなったらいいなと思います。 

 

鈴木教授の講演は、私たちの好奇心を掻き立てるもので、新たなことに挑戦したいというマインドを与えてく

ださいました。一見、解決するのが困難に思える課題に対して、仲間と協力して取り組むという、これから新

しい社会を切り開く私たちに必要な能力を身につける方法を学ぶことができました。今回の講演で学んだこ

とを燃料とし、心のエンジンを駆動させ、鈴木教授のように新たなものを社会に送り出したいと思いました。 

 

「心のエンジンを駆動する」という言葉が最も印象に残っています。私はそのエンジンを動かすガソリンは、

「好き」という純粋な気持ちだと感じました。そして様々な経歴をお持ちのすずかん先生は、これまでの経験

全てがエンジンのカスタムパーツになり、より強固な駆動を生んでおられるのだと思いました。 

自分が持つ素質に気づけない時にも、多面的な視点をくれる友人の存在が頼りになるという先生の教えを胸

に一期一会の縁を大切にして、今後も頑張っていきたいです。 

 



 

 



 


